


 ４月 28 日 17 時、釧路市議会日台友好促進議員連盟の大越拓也会長を含む議員らが東京

の白金台にある台北駐日経済文化代表処を訪れ、周學佑副代表、林雍凱政務部次長、林彦廷

政務部三等秘書を表敬訪問した。同行したのは畑中優周、松尾和仁、岡田遼、金安潤子、藤

井若菜、計５人の議員。 

 今回の訪問は釧路市議会日台友好促進議員連盟かねてよりの悲願であった台湾への修学

旅行実現を祝い合うと共に、周副代表と札幌分処の粘信士処長の釧路訪問依頼。具体的には

年内に周副代表による釧路北陽高校での基調講演およびフォーラムの開催を依頼し、前向

きな回答をいただいた。 

 

 釧路市議会日台友好促進議員連盟は全道に先駆けて２０１４年に設立。３年前となる 11

年には釧路日台親善協会が設立されている。台湾からの観光客が増えていた背景があり、台

湾とのより一層の友好と交流を目指すもの。釧路市議とは周副代表が札幌分処長時代から

交流が続いている。今後の釧路と台湾の展開としては 

・釧路北陽高校の台北市の私立景文高級中学校との交流を含む修学旅行 

・私立景文高級中学校からのホームステイ 

・台湾市内小学校の合唱イベント参加 

を予定。この他、釧路との関わりを周副代表が振り返っていた。 

 全国と台湾との交流も紹介があり、 

・世論調査による台湾国内で人気の旅行先第一位が日本だということ 

・日本国内でアジアで最も親近感のある国第一位が台湾だということ 

・台湾からの観光客のピークは２０１９年の 495 万人。２０２３年はコロナによる水際対

策の緩和もあり年４８０万人が日本を訪れていること 

・熊本県のＴＳＭＣ（台湾 85％、日本企業 15％が出資）設立に伴い、30～40 社の関連企

業も日本進出予定であること。そのため、２０００人をカバーできる私立の中華学校も設立

予定。経済効果は 20兆円以上だということ、について話した。 
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